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１．現行税財政制度における現状と問題点

（１）大都市としての実態

①母都市としての役割を果たす大阪市

－大都市圏の母都市としての必要性から実施している事業－

（例）�地下鉄等の都市交通網の整備

�市立大学

�中央卸売市場等生鮮食料品流通施設

�長居陸上競技場、中央体育館等の大規模スポーツ施設

�障害者スポーツセンター等の大規模社会福祉施設

各種施設等利用者に占める市外居住者の割合 所要税等（１８年度決算）
（２００６）

大阪市は、高度な都市機能の集積により、広範な通勤圏をもち、大都市

圏の母都市として重要な役割を果たしています。

事 業 名 所要税等

地 下 鉄 事 業 ２３７億円

バ ス 事 業 １１億円

社会教育施設の
整 備 ・ 運 営

８９億円

市 立 大 学 の
整 備 ・ 運 営

１５７億円

大学付属病院事業 ２２億円

市 場 事 業 ５２億円

救 急 業 務 ５０億円

工 業 研 究 所 の
運 営

１２億円

市内居住者 市外居住者

地下鉄乗車人員
（１２年）
（２０００）

３３．６％ ６６．４％

市バス乗車人員
（１２年）
（２０００）

７０．０％ ３０．０％

社会教育施設
利 用 者（１９年）

（２００７）
３１．２％ ６８．８％

市立大学入学者
（１９年度）
（２００７）

１７．０％ ８３．０％

市立大学付属
病院患者（１９年）

（２００７）
５７．３％ ４２．７％

中央卸売市場の
搬 出 先（１９年）

（２００７）
３２．４％ ６７．６％

救 急 件 数
（１９年）
（２００７）

８２．９％ １７．１％

工業研究所受託
研究件数（１８年度）

（２００６）
５６．５％ ４３．５％

（注１）社会教育施設利用者は、美術館、東洋陶磁美術館、大阪歴史博物館、自然史博物館、科学館の利用者を示す。
（注２）市立大学は１８年（２００６）４月より、公立大学法人大阪市立大学に移行している。
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②膨大な昼間流入人口と顕著な昼夜間人口比率

大阪市の夜間人口と昼間人口の推移

－大阪市における昼夜間人口比率の推移－

夜間人口は昭和４０年の３１５万人をピークとして減少していますが、昼間

人口については、多少の増減はあるものの、３６０万人から３８０万人の水準

で引き続き推移しています。

年 次
３０

（１９５５）
３５

（１９６０）
４０

（１９６５）
４５

（１９７０）
５０

（１９７５）
５５

（１９８０）
６０

（１９８５）
２

（１９９０）
７

（１９９５）
１２

（２０００）
１７

（２００５）

昼夜間人口比率 １．１２ １．１６ １．２２ １．２９ １．３６ １．３８ １．４１ １．４６ １．４６ １．４１ １．３８

４００
万人

３５０

３００

２５０

３０ ３５ ４０ ４５ ５０ ５５ ６０ ２ ７ １２ １７
（１９５５）（１９６０）（１９６５）（１９７０）（１９７５）（１９８０）（１９８５）（１９９０）（１９９５）（２０００）（２００５）

～～
年度

■■ 昼間人口 ■■ 夜間人口 ■■ 昼間流入流出人口

（注）・昼間人口＝夜間人口＋昼間流入人口－昼間流出人口、昼夜間人口比率＝昼間人口／夜間人口
・昭和５５年（１９８０）からの昼間人口の計算の基礎となる常住（夜間）人口は、年齢不詳の者を除いた人口
（５５年（１９８０）２，６４５，４１９人、６０年（１９８５）２，６３３，６８７人、２年（１９９０）２，６０３，７８９人、７年（１９９５）２，５９６，４８６人、
１２年（２０００）２，５９５，３９４人、１７年（２００５）２，５９４，６８６人）を用いている。

資料：昭和３０年（１９５５）は「大阪市昼間人口調査結果」、昭和３５年（１９６０）以降は「国勢調査」
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事務所・事業所の集中に伴う昼間流入人口等、物と人の集中により増嵩する
財政需要－行政は量的に大きく、質的に高度化－

�都市基盤の充実 �生活環境の充実
（街路、公園事業など） （清掃、下水道事業など）
�利便性の確保 �防災機能の充実
（地下鉄、バス事業など） （消防・救急業務など）

－ 大 都 市 の 昼 間 人 口－

人
夜 間 人 口

（Ａ）

人
昼間流入人口

（Ｂ）

人
昼間流出人口

（Ｃ）

人
昼 間 人 口

（Ｄ）

％
昼間増加率
（Ｄ）／（Ａ）－１

％
昼間流入率
（Ｂ）／（Ａ）

大 阪 市
（２，５９４，６８６）

１，２３９，０５１ ２５２，０６２ ３，５８１，６７５ ３８．０ ４７．８
２，６２８，８１１

東京都区部
（８，３５１，９５５）

３，３５４，２８９ ４２１，５４５ １１，２８４，６９９ ３５．１ ４０．２
８，４８９，６５３

札 幌 市
（１，８７７，９６５）

８５，０３２ ６９，０５１ １，８９３，９４６ ０．９ ４．５
１，８８０，８６３

仙 台 市
（１，０２０，１６０）

１３２，５６４ ５３，７４３ １，０９８，９８１ ７．７ １３．０
１，０２５，０９８

新 潟 市
（７８１，６３８）

５３，４０３ ３４，４１２ ８００，６２９ ２．４ ６．８
７８５，１３４

さいたま市
（１，１７２，６７７）

２１４，７０７ ３０９，７４６ １，０７７，６３８ △８．１ １８．３
１，１７６，３１４

千 葉 市
（９１９，５５０）

１７５，２９３ ２００，８１６ ８９４，０２７ △２．８ １９．１
９２４，３１９

川 崎 市
（１，３２６，１５２）

２２９，４３２ ４０１，１４８ １，１５４，４３６ △１２．９ １７．３
１，３２７，０１１

横 浜 市
（３，５４５，４４７）

３９９，３４５ ７３９，６４８ ３，２０５，１４４ △９．６ １１．３
３，５７９，６２８

静 岡 市
（７００，５７５）

５４，６７５ ２８，０４０ ７２７，２１０ ３．８ ７．８
７００，８８６

浜 松 市
（８００，９９７）

４６，６７４ ４１，３０１ ８０６，３７０ ０．７ ５．８
８０４，０３２

名 古 屋 市
（２，１９３，９７３）

５１６，７９３ １９４，５７０ ２，５１６，１９６ １４．７ ２３．６
２，２１５，０６２

京 都 市
（１，４６０，６８８）

２４０，５８９ １１８，２９７ １，５８２，９８０ ８．４ １６．５
１，４７４，８１１

堺 市
（８２５，６３８）

１２２，１１０ １７６，１６８ ７７１，５８０ △６．５ １４．８
８３０，９６６

神 戸 市
（１，５２０，５５１）

２０７，４９８ １８０，０７８ １，５４７，９７１ １．８ １３．６
１，５２５，３９３

広 島 市
（１，１４４，４９８）

９４，３２９ ６４，４２６ １，１７４，４０１ ２．６ ８．２
１，１５４，３９１

北 九 州 市
（９９２，６５４）

７８，１１５ ５０，３２２ １，０２０，４４７ ２．８ ７．９
９９３，５２５

福 岡 市
（１，３８４，９２５）

２６２，５４８ ７６，２８９ １，５７１，１８４ １３．４ １９．０
１，４０１，２７９

（注）夜間人口（Ａ）欄上段（ ）書数値は、昼間人口、昼間増加率、昼間流入率の算出基礎となる常住人口で、
年齢不詳の者を除いた数値である。
資料：平成１７年（２００５）国勢調査

◎大阪市の昼間流入人口は、大都市の夜間人口に匹敵する規模となっている。
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